



























議論としては，コア・コンピタンス (Prahalad and Hamel 1990)，オーガニゼー
ショナル・ケイパビリティ (Ulrich and Lake 1990)，ダイナミック・ケイパビリ
ティ (Teece and Pisano 1994, Teece, Pisano and Shuen 1997, Eisenhardt and Martin
2000, Zollo and Winter 2002, Helfat 2007)，コア・ケイパビリティ (Leonard 1995,







































観点から問題を提示する議論展開がある (Felin and Foss 2005, Felin and Foss
2009, Felin, Foss, Heimeriks and Madsen 2012, Foss and Lindenberg 2013, Barney
and Felin 2013)。これら議論では，組織能力やダイナミック・ケイパビリティ
はもちろん Strategic Management 全般に対して，個のレベルにおけるミクロ的
な議論が不十分との提示がなされている。例えば，T. Felin and Foss は，組織
能力やその関連概念がどのように生み出されるかの起源については未だ十分に
明らかにされていないと指摘している (Felin and Foss 2005, Felin and Foss
2009)。
２） N. J. Foss は同様の観点からケイパビリティに関する諸議論をまとめ，いわゆる狭義の資
源ベース論との区別を行っている。Foss は Prahalad and Hamel の議論や Teece and Pisano の
議論をあげ，これら議論は動学的要素と進化論的要素を含むものとして，Resourced Based
Perspective (RBP) mark 2と名付けている。他方で動学的観点を持たない静学的ないわゆる狭
義の資源ベース論を RBP mark 1と名付け，両アプローチを異なる概念として区別を行って










まずはダイナミック・ケイパビリティの代表的な論者である D. J. Teece の






















３） Teece (2007) p. 1319, 邦訳 (2013) p. 5,（邦訳は Teece (2009) に対する翻訳書である）.





























能に対して，J. A. Schumpeter と I. M. Kirzner を引用している点１０）からも理解
５） Augier and Teece (2008) p. 1188, 邦訳 (2013) p. 86.
６） Zollo and Winter (2002) p. 340.
７） Augier and Teece (2008) pp. 1200-1201, 邦訳 (2013) p. 108.
８） Augier and Teece (2008) p. 1181, 邦訳 (2013) p. 84.
９） 同様の観点からダイナミック・ケイパビリティを捉えている論者として，例えば C. E.
Helfat は「ダイナミック・ケイパビリティが完全にとはいかないまでも，ある程度は明確な
意図を反映している」（Helfat (2007) p. 5, 邦訳 (2010) p. 8）と言及している。
１０） Teece (2007) p. 1322, 邦訳 (2013) p. 10.
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を検討している G. Schreyögg and M. Kliesch-Eberl の論文 (Schreyögg and



















が，Schreyögg and Kliesch-Eberl はこれを「組織環境の重要事項や不連続性と
同様に組織のケイパビリティ，その進展，その活用，その組織内外の効果に対
するモニタリングを意味する」１２）としている。











Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007)
１２） Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007) p. 926.
１３） Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007) p. 926.






































１５） Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007) pp. 928-929.
１６） Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007) p. 929.
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となるものが R. A. Burgelman による議論である。周知の様に，Burgelman は
いわゆる戦略形成プロセスの観点 (Burgelman 1983a, Noda and Bower 1996,










経営戦略とは企業戦略のコンセプト (concept of corporate strategy) をベースに





































ルのマネジメント (corporate management)，シニア・マネジメント (senior
management)，グループ・リーダー／ベンチャー・マネジメント (group leader/
venture manager) といった各階層のマネジャーに分け，また事業戦略 (core


























Burgelman (1984, 1996, 2002a, 2002b)




















Venture Level Corporate Level

























































































１８） Schreyögg and Kliesch-Eberl (2007) pp. 929-930.
１９） 十川 (1997)４章，５章，十川 (2010).
２０） ケイパビリティ・マネジメントの観点におけるメンバーの発言の促進と評価の関係につい



















２１） 組織学習の議論としては，C. Argyris and D. A. Schöne と J. G. March の異なるアプローチ
を取る両議論が代表的と考えられる。またいかに組織学習を可能にするかとの観点において
は，Senge (1990), Garvin (1993), Watkins and Marsic (1993) が参考となろう。
２２） 組織能力向上のためのモニタリング機能を有効にするためのマネジメント施策を組織プロ
セスの活性化との観点から考えるならば，上記の Burgelman の議論に加えて H. Mintzberg
の創発戦略やアンブレラ戦略の議論 (Mintzberg 1987, Mintzberg, Ahlstrand and Lampel
1998) も参考となろう。なお Burgelman による Mintzberg の議論と自らの議論との関連性の















































２３） Augier and Teece (2008) pp. 1198-1199, 邦訳 (2013) pp. 104-108.




















では上記の様に企業家の議論の系譜を詳細に検討している Hébert and Link の
研究成果 (Hébert and Link 1982) を踏まえることで，勝手な概念規定による曖
昧な提示を避けたいと考える。










２５） 池本 (2004) p. vii.


















の見解を Hébert and Link の分類に沿わせるならば，（３）企業者とは，革新者
である，（７）企業者とは経営資源の組織者あるいは調整者である，（１１）企業
者とは，さや取り業者である，などが近い分類とみることができよう。いずれ
も Hébert and Link が動態的とみなしている企業家機能の特性であるが，その
観点からすると（Ｂ）不確実性よりも革新に重きを置く，ないし（Ｄ）不均衡
の認識とその調整を強調するもの，が近いと言えよう。したがって本稿の提示
する企業家機能の特性は，G. Schmöler, W. Sombart, M. Weber, Schmupeter, J.
B. Clark, Kirzner, T. W. Schultz，らが提示する企業家機能の特性を包含する





り，ゆえに例えば Schmupeter や Kirzner といったそれぞれ異なる特性を提示
する議論とも近い立場にあるというものである。
２７） Hébert and Link (1982) pp. 107-110, 邦訳 (1984) pp. 182-186.
２８） Hébert and Link (1982) p. 109, 邦訳 (1984) p. 185.
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る Strategic Entrepreneurship の議論である。特に Foss and J. Lyngsie の研究
(Foss and Lyngsie 2012) や P. G. Klein, J. B. Barney and Foss の研究 (Klein,
Barney and Foss 2013) は Strategic Entrepreneurship の領域提示を行っているこ
とから注目に値すると思われる。両議論では，Strategic Entrepreneurship の議
論について，機会探索 (opportunity-seeking) という伝統的な企業家論と競争優
位探索(advantage-seeking) という Strategic Management とを併せ持つ研究領域
であると説明している。またその関連する先行的研究の主たる１つとしてダイ
ナミック・ケイパビリティの議論をあげている２９）。特に Foss and Lyngsie はそ
の議論が Strategic Entrepreneurship の議論と非常に似ていると指摘しており３０），
両議論の共通性を重視している。すなわち企業家に関する議論はケイパビリテ
ィの議論と同様の議論展開であると指摘しているというものである。
そこで Foss and Lyngsie の指摘についてみると，彼らは伝統的な企業家論が
提示する企業家精神には３つのバイアスとなる特質が存在すると提示している。
３つの特質とは，第１に新規企業（いわゆるベンチャー企業）のみを対象とし
２９） Foss and Lyngsie (2012) pp. 213-214, Klein, Barney and Foss (2013) p. 780.
３０） Foss and Lyngsie (2012) p. 214.






Foss and Lyngsie はこれら特質と Strategic Management とのギャップを埋める
ものが Strategic Entrepreneurship の議論であると提示している。したがって
Strategic Entrepreneurship の議論とは，既存企業も対象に含め，企業家精神を
実践する対象として組織を念頭に置き，機会発見のみならず機会の評価や開発






頭に入れているためである。つまり本稿の検討対象は，Foss and Lyngsie が提
示する Strategic Entrepreneurship の議論と同様の立ち位置を取ることになる３２）。





３２） Foss and Lyngsi は Strategic Entrepreneurship の展開の方向性の１つとして Microfoundations





















討対象範囲が重複している本稿の検討内容が Strategic Entrepreneurship の研究
動向に貢献するとの見方も可能かもしれない。



















よりもむしろ純化を促すという指摘を行っている（池本 (2004) pp. 24-25）。また十川広国も，
革新は集団的に行われるものであるが，そこにおいて指導職能を担うのは，トップ・マネジ
メントという意思決定の主体であるとして，その職能としての企業家精神の発揮という企業
家的決定が重要になるという指摘を行っている（十川 (1991) pp. 87-93）。
３４） Sakamoto and Ishikawa (2014) p. 5.
３５） 上記 Foss の定義で言えば RBP mark 1を指す。
３６） 石川 (2006) pp. 202-204, Ishikawa (2008) pp. 98-100.
３７） ちなみに Hébert and Link は Knight と Mises について，上記の分類では (A) の純然たる不
確実性に位置づけている（Hébert and Link (1982) pp. 109, 邦訳 (1984) p. 185）。Lachmann に
ついては同じく(A)に位置づけている G. L. S. Shackle の門弟かつオーストリー学派の流れを
汲むとの評価を行っている（Hébert and Link (1982) p. 91, 邦訳 (1984) p. 155）。







が期待できるというものである。そのためには Knight, Mises, Lachmann とい
ったオーストリー学派の論者の議論を踏まえる必要があろう。またこの様なオ
ーストリー学派の系譜を踏まえた近年の企業家論の知見 (Shane 2000, 2003,










た観点から検討を進め，Schreyögg and Kliesch-Eberl が提示した組織全体によ
３９） 本稿は企業家機能としての気づきに対して，オーストリー学派の主観主義に焦点を当てる
わけであるが，当然ながら異なる方向性も考えられる。その１つに C. E. Weick に代表され
るセンス・メーキングの議論があり，その観点を踏まえたケイパビリティ・マネジメントの
議論としては，K. Pandza and R. Thorpe による strategic sense-making の提示があげられる
(Pandza and Thorpe 2009)。
４０） 石川はいわゆる資源ベース論のみではなく，ダイナミック・ケイパビリティやコア・コン
ピタンスの議論にも言及し，その動学的観点を評価する。Foss に言わせると RPB mark 2に
あたる議論に関するものであろう。ただしこれら議論も資源ベース論と同様に企業家的判断
の欠如がみられ，それゆえオーストリー学派の企業家論との統合の可能性を示唆している
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